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平成３０年度朝霞市一般会計当初予算のポイント 

 

 

 

▽平成３０年度当初予算額 ４０８億１，０００万円 

（前年度比 １３億４，０００万円、３．４％の増額） 

▽歳入は個人市民税の増加などにより、 

市税が２．４％増の２１９億６，１８９万８千円 

▽歳出は子どものための教育・保育給付負担金などにより、 

民生費が５．３％増の２０９億９，５９３万３千円 

 

主な新規・重点事業については下記のとおりです。 

 

（１）新規事業 

○旧朝霞第四小学校解体事業              ４７１，３１２千円 

（Ｐ６８・６９） 

・旧朝霞第四小学校跡地について、敷地の再活用を図るため、建物解体工事を

実施します。 

担当：財産管理課 

 

○総合防災訓練実施事業                  ３，４９６千円 

（Ｐ８０・８１） 

・首都直下型の地震発生を想定し、朝霞市及び防災関係機関と実践的な訓練を

実施します。また、自助・共助の役割や災害への備えに役立つ防災知識を学

べる体験型の防災フェアも同時開催します。 

担当：危機管理室 

 

○シティ・プロモーション事業               ４，３０１千円 

（Ｐ８８～９１） 

・市制施行５０周年を機に発表した「むさしのフロントあさか」、「ぽぽたん」、

記念映像などのＰＲツールや、シティ・セールス朝霞ブランドなどの地域資

源を活用し、朝霞市の魅力を発信します。 

担当：政策企画課 

 

○福祉相談事業                      ７，８４３千円 

（Ｐ１３４・１３５） 

・高齢者困りごと相談をはじめ、生活困窮など多様化する福祉に関する相談を

ワンストップで受けるため、福祉相談課を設置し、福祉体制の充実を図りま

す。 

担当：福祉課 
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○障害者スポーツ・レクリエーション事業 

障害者スポーツ・レクリエーション事業５９０千円のうち２０８千円 

（Ｐ１３８・１３９） 

・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、障害のある人

の体力増強や余暇の充実、また、スポーツを普及することを目的として、障

害のない人も含め、多くの人が参加でき交流が図られる「スポーツ・レクリ

エーションの集い」を実施します。また、第５２回全国ろうあ者体育大会が

平成３０年度に埼玉県で開催されることから、運営費を負担します。 

担当：障害福祉課 

 

○障害児（者）緊急時短期入所事業             ２，１００千円 

（Ｐ１４２・１４３） 

・地域生活支援拠点整備の一環として、障害児（者）の緊急時の短期入所を確

保するため、社会福祉法人に受入を委託します。 

担当：障害福祉課 

 

○保育士処遇改善補助事業 

民間保育園等補助金２１３，３２９千円のうち３４，８００千円 

（Ｐ１７０・１７１） 

・民間保育園等の保育士の処遇改善を図るため、市の配置基準に応じ、保育士

１人あたり月１万円を補助します。 

担当：保育課 

 

○幼稚園預かり保育補助事業 

私立幼稚園就園等助成事業２９５，１７４千円のうち４１，９７２千円 

（Ｐ１７６・１７７） 

・待機児童対策として、保護者が就労している３歳以上の児童の幼稚園入園を

促進するため、市内の幼稚園が長時間の預かり保育を実施した場合に運営費

の一部を補助します。 

担当：保育課 

 

○朝霞地区救命救急医療寄附講座支援事業          ２，７４８千円 

（Ｐ１８６・１８７） 

・朝霞地区の救命救急医療体制確保の一環として、埼玉県及び志木・和光・新

座の３市とともに、日本大学に救命医確保を前提とした寄附講座を設置し、

国立病院機構埼玉病院に救命救急専門医の派遣を行うことにより、救命救急

体制を強化します。 

担当：健康づくり課 
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○健康増進センター施設改修事業              ５，４００千円 

（Ｐ２０２・２０３） 

・健康増進センターのプール及び浴槽において、レジオネラ菌の発生・繁殖を

未然に防ぐため、ろ過装置のろ材の定期交換工事を実施します。 

担当：健康づくり課 

 

○宮戸二丁目土地区画整理推進事業            ５０，０００千円 

（Ｐ２５０・２５１） 

・土地区画整理事業により築造する区画道路３路線の整備に係る費用について、

その一部を負担します。 

担当：まちづくり推進課 

 

○消防団詰所解体事業                   ８，９１３千円 

（Ｐ２６８・２６９） 

・旧第５分団詰所について、建物解体の実施設計及び解体工事を実施します。 

担当：危機管理室 

 

○教職員出退勤システム導入事業              ２，２８５千円 

（Ｐ２８２・２８３） 

・小・中学校１５校において、教職員の出退勤時刻を把握し管理分析すること

により、働き方改革を推進するため、教職員出退勤システムを導入します。 

担当：教育管理課 

 

○朝霞第八小学校自校給食施設等整備事業         ５０，４２９千円 

（Ｐ３１０・３１１） 

・平成３０年度から平成３２年度の継続事業で、自校式給食を推進するため、

第八小学校に新たな自校給食施設及び普通教室を設置します。平成３０年度

は基本設計及び実施設計を行います。 

担当：学校給食課 

 

○博物館非構造部材安全対策事業             １５，２２８千円 

（Ｐ３２６・３２７） 

・非構造部材耐震診断結果に伴い、博物館展示室の吊り天井を新基準に適合し

た天井にするため、改修工事を実施します。 

担当：文化財課 
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（２）拡充事業 

○雨量計設置事業 

雨量計借上料８７４千円のうち３７５千円 

（Ｐ７８・７９） 

・集中豪雨などへの防災対策の一環として、降雨状況をより詳細に把握するた

め、内間木地域に新たな雨量計を設置します。 

担当：危機管理室 

 

○オリンピック・パラリンピック２年前イベント事業 

オリンピック・パラリンピック事業４，０３５千円のうち１，０７０千円 

（Ｐ８６～８９） 

・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の成功に向けた

機運の醸成を目的としたカウントダウンイベントを実施します。 

担当：政策企画課 

 

○クレジット収納サービス導入事業             ４，６９８千円 

（Ｐ９６・９７） 

・平成３１年度からクレジットカードによる市税の収納を可能とするため、電

算システムの改修を実施します。 

担当：収納課 

○市民活動団体支援補助事業 

市民活動団体支援補助金４２０千円のうち６０千円 

（Ｐ１１４・１１５） 

・特定非営利活動法人を新規に設立する際に交付している補助金の対象団体を、

現行の２団体分から４団体分に拡充します。 

担当：地域づくり支援課 

 

○早期不妊検査・不育症検査助成費補助事業            対象拡充 

（Ｐ１８６・１８７） 

・平成２９年度に開始した早期不妊検査助成を拡大し、不育症検査助成を加え

ます。 

担当：健康づくり課 

 

○すずめ蜂の巣の駆除事業 

すずめ蜂駆除委託料１，２９６千円のうち１，１８８千円 

（Ｐ２０６・２０７） 

・すずめ蜂の巣の駆除について、これまでは土地の所有者が不明の場合などを

除き、所有者（管理者）に対応をお願いしていましたが、平成３０年度は、

市民の安心・安全のため、市で駆除を実施します。 

担当：環境推進課 
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○飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費補助事業 

飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費補助金６５０千円のうち２５０千円 

（Ｐ２０６・２０７） 

・飼い主のいない猫に対する不妊・去勢手術費用の補助について、補助頭数を

８０頭から１３０頭に拡大します。 

担当：環境推進課 

 

○創エネ・省エネ設備設置費補助事業               対象拡充 

（Ｐ２０８・２０９） 

・太陽光発電システム、雨水貯留槽の設置補助に加え、家庭用燃料電池（エネ

ファーム）、蓄電池を設置する場合にも補助金を交付します。 

担当：環境推進課 

 

○北朝霞どんぶり王選手権の拡充 

会場設営委託料１，６２６千円のうち７３８千円 

（Ｐ２３２・２３３） 

・北朝霞どんぶり王選手権の参加店舗数の拡充を支援します。 

担当：産業振興課 

 

○日本語指導支援員配置事業 

支援員謝金１，５００千円のうち５００千円 

（Ｐ２７６・２７７） 

・市内小・中学校に在籍する日本語指導が必要な帰国・外国人児童生徒が、年々

増加傾向にある中、学校生活への適応を図り、日常生活を支障なく過ごせる

ことを目指し、日本語指導支援員の配置回数を増加します。 

担当：教育指導課 

 

○小学校外国語教育充実事業 

国際理解教育事業４７，１４１千円のうち５，１２０千円 

（Ｐ２７８・２７９） 

・学習指導要領の改訂により、平成３２年度から小学校３・４年生の外国語活

動が開始され、また５・６年生の時間数が増加となることから、先行して外

国語活動を実施するため、英語指導助手を増員するほか、外国語学習教材を

購入します。 

担当：教育指導課 
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（３）計画策定事業 

○高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定事業       １，９３１千円 

（Ｐ１４６・１４７） 

・平成２８年度から平成３０年度の継続事業で、平成３０年度から平成３２年

度までを計画期間とする、第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画を策定

します。 

担当：長寿はつらつ課 

 

○第５次朝霞市一般廃棄物処理基本計画の見直し       ２，４８７千円 

（Ｐ２１０・２１１） 

・平成２６年度から１０年間を計画期間とする現行計画の中間年度である平成

３０年度に、現行計画の評価や検証のほか、ごみ排出量の推計値やごみ減量

化・資源化の目標値を見直します。 

担当：資源リサイクル課 

 

○産業振興基本計画策定事業                ５，３７１千円 

（Ｐ２３０・２３１） 

・平成２９年度から平成３０年度の継続事業で、産業振興施策を総合的かつ計

画的に推進するため、朝霞市産業振興基本計画を策定します。 

担当：産業振興課 
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（４）普通建設事業 

○旧朝霞第四小学校解体事業（再掲）          ４７１，３１２千円 

（Ｐ６８・６９） 

・旧朝霞第四小学校跡地について、敷地の再活用を図るため、建物解体工事を

実施します。 

担当：財産管理課 

 

○防災行政無線デジタル化整備事業            ７５，１７０千円 

（Ｐ７８・７９） 

・電波法改正に伴い、既設の防災行政無線（市役所設置の親局、市内９５か所

設置の子局）を平成２８年度から平成３２年度までの５か年でアナログ方式

からデジタル方式へ順次整備します。平成３０年度は、子局２２局の更新と

子局１局の新設を行います。 

担当：危機管理室 

 

○避難所看板改修事業                   １，０００千円 

（Ｐ７８・７９） 

・避難所の案内看板について、ピクトグラム及び多言語表記（英語・中国語・

韓国語等）のデザインに改修する工事を実施します。 

担当：危機管理室 

 

○市民会館施設耐震化事業               ２９０，１３４千円 

（Ｐ１１８・１１９） 

・平成２８年度から平成３０年度の継続事業で、本館の耐震補強工事とホール

の天井や舞台装置の脱落防止工事に着手しています。工事完了は平成３０年

５月末の予定で、本館は平成３０年５月末、ホールは平成３０年６月末まで

休館します。なお、新館（高砂及びリハーサル室）は通常どおり開館します。 

担当：地域づくり支援課 

 

○特別養護老人ホーム朝光苑施設改修事業         １１，３０３千円 

（Ｐ１５４・１５５） 

・新館 2 階、３階に設置している８台のエアコンが経年劣化しているため入替

え工事を実施します。 

担当：長寿はつらつ課 

 

○児童館建設事業                   ３５１，４１２千円 

（Ｐ１６４・１６５） 

・平成２８年度から平成３１年度の継続事業で、本町２丁目のあかね公園に隣

接する市有地に児童館を建設します。平成３０年度は、建設工事を実施しま

す。 

担当：こども未来課 
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○保健センター施設耐震化事業             ２０７，６２４千円 

（Ｐ２００～２０３） 

・平成２９年度から平成３０年度の継続事業で、保健センターの耐震補強工事

を実施します。工事完了は平成３０年１２月末の予定です。 

担当：健康づくり課 

 

○健康増進センター施設改修事業（再掲）          ５，４００千円 

（Ｐ２０２・２０３） 

・健康増進センターのプール及び浴槽において、レジオネラ属菌の発生・繁殖

を未然に防ぐため、ろ過装置のろ材の定期交換工事を実施します。 

担当：健康づくり課 

 

○宮戸二丁目土地区画整理推進事業（再掲）        ５０，０００千円 

（Ｐ２５０・２５１） 

・土地区画整理事業により築造する区画道路３路線の整備に係る費用について、

その一部を負担します。 

担当：まちづくり推進課 

 

○観音通線整備事業                   ６８，６２７千円 

（Ｐ２５２・２５３） 

・観音通線の終点となる国道２５４号との交差点部において、国道２５４号か

ら観音通線に進入する右折帯を設置する整備工事を実施します。また、工事

に伴い、電柱の移設が必要なことから、電柱事業者に移転補償を行います。 

担当：まちづくり推進課 

 

○公園施設長寿命化対策事業 

開設公園改修工事４３，０００千円のうち３０，０００千円 

（Ｐ２５６・２５７） 

・公園施設長寿命化計画に基づき、青葉台公園内の親水施設や都市公園の遊具

等の更新工事を実施します。 

担当：みどり公園課 

 

○シンボルロード整備事業                ９０，０００千円 

（Ｐ２５６・２５７） 

・平成３０年度から平成３１年度の継続事業で、東京２０２０オリンピック・

パラリンピック競技大会の会場へのアクセスルートの一つとして、平成３２

年春の一部供用開始を目指し、シンボルロードの整備に着手します。 

担当：みどり公園課 
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○朝霞駅ホームドア設置費負担事業           １１７，５００千円 

（Ｐ２６０・２６１） 

・東武鉄道株式会社が行う東武東上線朝霞駅ホームドア設置工事に対して、地

元自治体として負担金を支出します。平成３０年度は工事費に対する負担金

を支出します。 

担当：まちづくり推進課 

 

○消防団詰所解体事業（再掲）               ８，９１３千円 

（Ｐ２６８・２６９） 

・旧第５分団詰所について、建物解体の実施設計及び解体工事を実施します。 

担当：危機管理室 

 

○小学校屋内運動場空気調和設備整備事業 

小学校施設改修事業２３４，０７９千円のうち１８４，７４８千円 

（Ｐ２８８・２８９） 

・平成３０年度から平成３４年度までの５年間で、小・中学校の屋内運動場に

エアコンを整備し、より良い教育環境を確保するとともに、災害時の避難所

としての防災機能の向上を図ります。平成３０年度は３校の整備工事と、平

成３１年度に整備を行う予定の３校の実施設計を行います。 

担当：教育総務課 

 

○浜崎学校給食センター施設改修事業          ２４６，４５６千円 

（Ｐ３０８・３０９） 

・平成２９年度から平成３０年度の継続事業で、老朽化対策工事に着手してい

ます。平成３０年度は、調理機器、電気設備や建築設備などの工事を実施し

ます。 

担当：学校給食課 

 

○朝霞第八小学校自校給食施設等整備事業（再掲）     ５０，４２９千円 

（Ｐ３１０・３１１） 

・平成３０年度から平成３２年度の継続事業で、自校式給食を推進するため、

第八小学校に新たな自校給食施設及び普通教室を設置します。平成３０年度

は基本設計及び実施設計を行います。 

担当：学校給食課 

 

○博物館非構造部材安全対策事業（再掲）         １５，２２８千円 

（Ｐ３２６・３２７） 

・非構造部材耐震診断結果に伴い、博物館展示室の吊り天井を新基準に適合し

た天井にするため、改修工事を実施します。 

担当：文化財課 
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○総合体育館施設改修事業               １４０，６７２千円 

（Ｐ３５０・３５１） 

・平成２９年度から平成３２年度の継続事業で、総合体育館の外壁改修や非構

造部材の補強工事などを実施するほか、利用者の利便性向上のため、エアコ

ンやエレベーターを設置します。平成３０年度は、エアコンの設置工事を実

施します。 

担当：生涯学習・スポーツ課 

 


